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オートファジーの研究は他の分野へも波及しながら拡大の一途を辿っている。
オートファジーとは自己分解系の総称であり、一般的に 3 つに分けられる。二重
膜のオートファゴソームを介するマクロオートファジー。リソソームが目的タン
パク質を直接取り込むシャペロン介在性オートファジー。リソソーム膜が貫入す
ることで細胞質成分を内側に取り込むミクロオートファジーである。これらの生
理的重要性や分子メカニズムの解明は次々と発展してきた。しかし 1966 年に報
告されていながら、現在では忘れ去られたままのオートファジーがある。それが
Crinophagy（Crin はギリシャ語で分泌、phagy は食べるを意味する）である。そ
の名のとおり、Crinophagy は分泌顆粒を分解する経路であるが、分泌顆粒膜が直
接リソソーム膜と融合することから、他のオートファジーとは分子機構も生理的
役割も完全に異なると考えられる。

本研究課題では哺乳類培養細胞を用いた Crinophagy のアッセイ系を構築するこ
とで、Crinophagy 研究を推進し、Crinophagy の分子機構解明のための基礎の確立
を目指す。
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Crinophagyによる分泌顆粒膜融合経路の
メカニズム解析


